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PHA-L4 インゲンマメレクチン L4

PHA-L4－Biotin Code：J212  Pkg.：1mg

 製品形状 凍結乾燥品（塩フリー）

 保存 4℃で 1 年間安定

 用途糖タンパク質糖鎖の染色、検出

●起源 インゲン豆 red kidney bean（Phaseolus vulgaris）

●糖特異性 D-GalNAc 1）2）3）4）

●マイトージェン活性 あり

●血液型特異性 非特異

●構造 分子量 126,000 の糖タンパク質 5）6）。インゲン豆には非共有結合したサブ

ユニット（Eまたは L）で構成された 4 量体のレクチン 7）8）9）10）が 5種類（E4、

E3L1、E2L2、E1L3、L4）存在する。PHA-L4 はリンパ球幼若化活性を持つサ

ブユニット L のみで構成された、pI＝5.25 のイソレクチンであり、赤血球

凝集活性は弱い 11）。

●特徴 糖鎖では、β-Man 残基の 6 位側が分岐した 3 本鎖、4 本鎖のアスパラギン

型複合型糖鎖に結合する。結合は 0.1 M 四ホウ酸塩で阻害される。癌細胞

上の糖鎖と結合する性質を持つことから、癌細胞の選別にも使用される 12）。
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